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１．まえがき 

近年，車椅子利用者が活動的に生活することができる共生

社会を実現するため，さまざまな努力がなされている．例え

ば， 多くの公共施設では車椅子利用者を支援するためにバリ

アフリー化が進められている．しかし，車椅子利用者が他者

の援助を必要とする場面は依然として多く見られる．そのよ

うな場面で必要に応じて車椅子利用者を適切に支援するため

には，その位置を迅速に把握する必要がある．そのため，監

視カメラ映像から車椅子利用者を自動的に検出するシステム

への需要が高まっている．しかし，一般的に車椅子利用者と

歩行者の見えは類似しており，歩行者に対する誤検出が多く

発生する．そのため，周囲に多数の歩行者が存在する混雑環

境では，車椅子利用者のみを正確に検出することは容易では

ない． 
本発表では，近年物体検出の分野において高い精度を達成

している Faster R-CNN を用いて車椅子利用者を検出する手法

について検討した結果を報告する．提案手法では，車椅子利

用者に加え歩行者を別クラスとして検出対象に加えることで，

歩行者に対する誤検出を低減し，車椅子利用者を高精度に検

出する． 

２．車椅子利用者の検出 

提案手法では，Convolutional Neural Network（CNN）を用い

た物体検出手法である Faster R-CNN (1)を用いて車椅子利用

者を検出する．特徴抽出を行う CNN のアーキテクチャには

VGG16 (2) を用いる． 
歩行者に対する誤検出を低減するため，検出対象のクラス

には車椅子利用者に加え，別クラスとして歩行者を含める．

これにより，車椅子利用者と歩行者の識別に有効な特徴を獲

得することができると考えられる．CNN の出力層のユニット

数は歩行者，車椅子利用者，背景の 3 つとなる．最後に，同

一対象への検出枠の重複を避けるため，車椅子利用者の検出

結果に対して Non-Maximum Suppression を行う．これにより，

重なり率が 0.5 以上の検出枠のうち出力値が小さい枠を除去

する．検出結果のうち，車椅子利用者の検出結果のみを使用

する． 

３．実験 

提案手法の有効性を確認するため，車椅子利用者の検出に

関する評価実験を行った．車椅子利用者のみを検出対象とす

る Faster R-CNN と検出精度を比較した．学習用画像には，車

椅子利用者の画像 1,993 枚と，Pascal VOC 2007 (3) に含まれ

る歩行者の画像 1,025 枚を使用した．評価用映像として，車椅

子利用者や歩行者を含む映像 23 本を使用した．評価指標とし

て，Free-response Receiver Operating Characteristic（FROC）曲

線を用いた．FROC 曲線は，車椅子利用者の検出結果のしき

い値を変化させることで描画した．実験結果を図 1 に，検出

結果の一例を図２に示す．検出対象に歩行者を加えることで，

各 False Positive Per Image（FPPI）において Recall が向上する

ことを確認した． 

４．むすび 

  車椅子利用者の検出手法に関する検討結果について報告し

た．歩行者の誤検出を抑制するため，提案手法では歩行者を

別クラスとして検出対象に加えることで，高精度な車椅子利

用者の検出を実現した．今後は，時空間情報を活用した検出

手法について検討する予定である． 
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Fig1.  Detection accuracy	

Fig2.  Example of detection results	
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